


（2） 第 307 号 たましま協同病院だより 2025 年 4 月１日

　今回のテーマである「ACP」とは、万が一
の場合に備えて将来の医療及びケアについて、
本人を主体に家族や近しい人、医療・ケアチー
ムなどが繰り返し話し合いを行い、本人によ
る意思決定を支援する取り組みのことです。
今回は、連携の会として“意思決定の支援に
ついて、現状や悩みなどをグループでざっく
ばらんに話せる場”を企画しました。
　参加者は玉島・船穂地域の在宅関係者の方々
が 28名、病院からは運営スタッフ 7名に加え
各職場から 11名で、看護師や介護士、理学療
法士、ケアマネージャー、生活相談員など様々な職種の方に参加して頂き
ました。
　冒頭で畑野医師が挨拶をし、さっそくグループに分かれ意見交換を行い
ました。途中で一度席替えタイムがあり、最後に各グループで出た意見を
グループ代表者が報告し共有しました。
　参加した皆さんからは、「楽しかった」「とても良かった」「次を楽しみに
している」と嬉しいお声を頂き、今回の“ざっくばらんに話せる場”は大

盛況・大好評に終わりました。
　人生最期の過ごし方や治療
方法等を話すことは、なかな
か元気な状態では話し辛く、
意思決定が出来なくなってか
らでは遅い場合も多いため、
こうした連携の会をきっかけ
に、本人や周りの人々で話せ
る雰囲気作りに貢献出来れば
良いなと思いました。
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玉島協同病院は無料低額診療事業を行っています。お気軽にご相談下さい。
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す

195
シリーズ

辛子や粉唐辛子をかけると大人向きになります。

①キャベツ、えのき茸は5ミリのみじん切りにして大きめのボー
ルに入れておく。
②卵から塩までの調味料を加えてよく混ぜる。
③温めたフライパンに大さじ１の油を加え、混ぜた材料の半量
を入れたら平らにして焼いていく。２分位したらひっくり返し、
蓋をして3分焼く。
④切ってみて煮えていたら皿に取り、お好みソースやマヨネーズ
をつけて食べる。（残りの半量の材料も同じ手順で焼くことで
２枚出来上がります）

作り方

材　料 （２人前）

きのこが苦手な家族も気がつかないで食べています。
えのき茸は食物せんいたっぷり、きのこの中でも一番栄養があります。
ビタミンB１の含有量が多く疲労回復効果があります。
小さく切って混ぜ込むので気がつかないで食べられます。

えのきたっぷりチーズ焼き

♥キャベツ
♥えのき茸
♥卵
♥豆腐
♥ピザ用チーズ
♥鶏ガラスープの素か出しの素

………………４分の1
………………大１袋

…………………………２個
……………………小１個

…………１００ｇ位
…大さじ１

♥片栗粉
♥水（様子を見ながら）
♥塩少々
♥焼く時の油
♥お好みソース
♥マヨネーズ

……………大さじ３
…大さじ３～４

…………………少々
………大さじ2
…………適量
……………適量

♥お米 ………………………２合
♥ちぬ…… 切り身２切（約１５０ｇ）
♥ごぼう ……………… １０㎝位
♥にんじん…………………小１本
♥油揚げ ……………………１枚
♥青ネギ…………………… 少々

※ウーシャンフェン
シナモン・クローブ・
八角などがミックス
されたスパイス

♥ミンチ肉（お好みの肉）　　　　　　　　　　２００ｇ
　　玉ねぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　2分の1
　　にんにく　　　　　　　　　　　　　　１かけ又はチューブ２ｃｍ
　　クミンパウダー　　　　　　　　　　　小さじ　２
　　ケチャップ　　　　　　　　　　　　　大さじ　2～３
　　ウスターソース　　　　　　　　　　　大さじ　2～３
　　塩とこしょう　　　　　　　　　　　　少々
　　白いご飯　　　　　　　　　　　　　　2人分

……200g
…30cm位

……4分の1個
…………………１個

♥ミックスビーンズ缶（小）
♥マカロニ（好みの形）
♥きゅうり
♥たまねぎ
♥マヨネーズ
♥ヨーグルト（ある時）
♥砂糖
♥塩、コショウ

……１缶
……７0～８０g

………………………１本
………………４分の１個
………………大さじ２

…大さじ１～２
………………………小さじ１

…………………少々
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イム院長によるオリエンテーション
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第4回看護・介護連携の会開催
患者、利用者のアドバンス・ケア・プランニング

い
る
の
に
労
働
者
扱
い
さ
れ
ず

少
な
い
賃
金
で
生
活
し
て
い
る

人
々
が
沢
山
い
る
と
い
う
現
状

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
く
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
方
々
で
も
困
る
こ
と

無
く
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
医
療
費
に
つ
い
て
の
相

談
窓
口
設
置
や
差
額
ベ
ッ
ド
代

の
廃
止
な
ど
様
々
な
取
り
組
み

が
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
（
外
来
看
護
師　

�

柏か
し
わ

木ぎ　

衣い

織お
り

）

　

韓
国
で
は
日
本
ほ
ど
保
険
制

度
が
充
実
し
て
お
ら
ず
保
険

対
象
外
の
治
療
が
沢
山
あ
り

患
者
負
担
が
多
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
グ
リ
ー

ン
病
院
が
「
働
く
人
の
た
め
の

病
院
」
で
あ
る
こ
と
、「
社
会

的
弱
者
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
健

康
権
を
守
る
病
院
」
で
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
病
院
の
院
長
室
は

2 月 10 日、「患者、利用者のアドバンス・ケア・プランニング（ACP ／人
生会議）」をテーマに看護・介護連携の会を開催しました。
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回
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た
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で
、
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国
の
医
療
や
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史

だ
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で
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く
、
日
本
と
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医
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事
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グリーン病院前にて

挨拶をする畑野医師

連携会の様子
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